
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
 

  

「新しい人生の出発」 
 

 

5 人間が肉身生活を終えたのちには、第二の

出生をします。これが死です。第二の出生をし

て、行く世界が正に霊界です。その世界に入っ

て、第三の父母である神様から宇宙全体を代

表した愛が供給されます。理想的な愛が供給

されるのです。ですから、霊界では統一されざ

るを得ません。死ぬ瞬間からは第二の空気世

界を振り払って、新しい第三の愛の呼吸器官に

連結されなければなりません。父母の愛、兄弟

の愛を振り払って霊界に入り、結局は大宇宙の

神様の本体と一つになった愛の世界に入りま

す。種が本体から出てきたので、実を結んで、

また本体に戻らなければなりません。 

 

6 人間が死ぬのは、肉身では制限された愛で

しか愛せないからです。無限大の神様の真の

愛の対象的実権をもとうとすれば、制限され

た肉身だけではできません。ですから、無形の

霊にならざるを得ません。さらに、愛の理想を

全天地に広げて実現するためです。ですから、

死は苦痛の道ではなく、宇宙的真の愛を所有

できる幸福の門を開く時間です。 

死は、這って歩き回る地上世界から、ひらひ

らと飛び回って暮らすことのできる世界に移る

ことです。全宇宙を自分の舞台にしで、「真の

愛で楽しめる旅行者の資格をもち、そのような

世界に入門するために死の道を行くのです。

ですから、死ぬことは正に、新しく生まれるこ

とです。 

 

 
 

7 私たちは、いつかは肉身を脱いで霊界に行

かなければなりません。したがって、この世の

中に生まれた私たちは、死を覚悟しなければな

りません。また、善の自我を第二の「私」として

永遠の世界に立てるためには、苦労しなければ

なりません。母親の腹中で胎教を正しく受けて

こそ、健康で善の赤ん坊が生まれるのです。こ

の地上世界においての生活は、腹中での生活

と同じです。ですから、神様の形状を模範とし

て、神様の心情を模範として、神様の聖なる神

性を模範として育たなければなりません。育っ

てまた命を懸けて越えていかなければなりま

せん。 

 

8 死は第二の出生なので、悲惨ではありませ

ん。アダムとエバが堕落していなければ、神様

と共鳴圏で暮らしていたはずです。心と体が共

鳴するというのです。それで、私たちが地上で

愛を中心として生活するようになれば、霊界の

愛と同じ波長基準になっているので、地上で暮

らしながら霊的世界を感知することができま

す。 

地上で父母から生まれて父母と共に生きな

がら父母から学んで地上生活を完成させるの

と同じように、天上世界の愛の母体である神様

を中心として生まれ変わり、天の父母と共に永

遠の愛の世界で、内的五官を完成した神様の

息子、娘として、神様の友として、神様の体とし

て生きていくのです。ですから、死んでなくな

ってしまうのではありません。死は第二の出生

であり、有限な世界から無限の世界に行くとき

に境界線を突破するためのものであり、峠を越

えるためのものなのです。 
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